
Ⅳ-② 坂井聡校長の360°カメラを用いた教員研修 

 令和元年8月１日，特別支援を専門とする坂井聡校長が360°カメラで撮影した附属教員の授業をもとに， 
通常学級での合理的配慮の在り方について研修を行うワークショップがスタートした。この研修は必要感の 
ある多くの教員に参加してもらえるよう，勤務時間外に設定している。今回は夏休みの17:30～19:30の開催。 
約40名の熱心な教員や大学生，院生が参加した。 
 今回，素材として取り上げた授業は２年国語「お話の音クイズでお気に入りの場面を紹介しよう～『おとうとね 
ずみチロ』～」授業者片岡亜貴子教諭と３年音楽「森の音楽をつくろう～『ピーターとおおかみ』～」授業者溝 
渕佳子教諭の2本。 
 国語では，子供が自分のお気に入りの本を夢中になって読んでいるところを再生しながら，友達や教師の 
話を聞く時には机上に何も出さないようにして，話を聞くことに集中できる環境を整えるとよいことを映像の 
子供の様子から具体的に話した。 
 音楽では，教室環境を360度映すことで，集中しにくい子供のためにカーテンを閉めていることや，鑑賞曲 
の音量が気になる子供がイヤーマフをつけて聴いている様子等，困り感のある子供と環境の工夫を結び付 
けた支援のよさや，子供の発言内容が授業のねらいからずれていく場合があれば，一旦認めた上で，ねらい 
へ向かわせる助言をすることの大切さを話した。 
 また，モデルを示す際の基本的な留意点として①先行モデル（やってみせる）②同時モデル（一緒にやる） 
③身体的ガイダンス（必要なところを手助けする）を示し，具体的に参会者を相手にやりとりをしながら示した。 
 参会者からは，坂井校長や授業者の片岡教諭，溝渕教諭らに質問が相次ぎ，研修終了後も熱心に質問す 
る姿が見られた。本校教諭にとっても，改革の柱の一つである「発達支援・ユニバーサルデザインの視点か 
らの充実（通常学級での指導モデルの提供）」の大きな視座となっている。 
 360°カメラを使った特別支援教育の遠隔支援については，香川大学の宮崎英一教授と坂井校長と富士通 
の共同研究で「IAUD 国際デザイン賞2018教育部門金賞」を受賞しており（巻末資料参照），技術面で香川大 
学技術科の宮崎教授よりサポートをいただいている。 
 今回も宮崎教授の技術的支援のもと，東北大学との遠隔研修も同時に行い，360°カメラに収めた本校の 
授業をもとに，坂井校長と授業者のやりとりや助言，フロアーからの質問･意見を皆で共有しながら研修が深 
められた。 
 この360°カメラを用いた研修のよさは，授業者も意識していなかった子供の表情やふるまいから，その背 
景と特別支援の視点からの助言を得ることができること，又，授業者が意図して行っている特別支援の視点 
からの取組を映像でクローズアップして効果を共有できることにある。45分の授業のうち，早送りや倍速機能 
を使い，ポイントになる場面のみをじっくり研修できるため，時間的にも研修の効率化が図れる。 
 今後も，附属の校内研究授業を360°カメラで撮り，このような研修を定期的に行っていく。 
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